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1. はじめに
　予稿は，研究会終了後に発行する論文と同じフォーマットです。下記の要領で原稿を作成し，2026年12月9日(水)までに提出をお願いいたします。

研究会終了後に発行する論文は，査読付きで，後日DOIが付されてJ-STAGE で公表されます。
Journal of Ternary and Multinary Compounds (https://www.jstage.jst.go.jp/browse/tmc/)
論文原稿の締切は，2026年12月28日(月)です。ご投稿をお待ちしております。

2. 実験方法
 (
Fig. 1 
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halcopyrite structure
.
)　アブストラクト原稿，論文原稿の提出先等の詳細は，講演申込者に個別にお知らせいたします。



3. 結果および考察
　一般講演は図表を含めて，予稿：A4用紙1ページ以内，論文：投稿時4ページ以内とし，上下左右ともに25mの余白を設けて下さい。構成は，表題･著者名･所属･5行程度のアブストラクト･本文の順とします。表題･著者名･所属は英文併記，アブストラクト，図･表のレタリングならびにキャプションは英語で表記して下さい。フォントは可能であればここに示したものに統一して下さい。
　論文は，引用する参考文献10件以上とします。
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